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【6.6.4.6】韓国における特許を対象にした無効資料調査                                    

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                                

韓国における特許は、韓国特許庁（以下、KIPO）が提供する KIPRIS、日本国特許庁(以下、

JPO)が提供する「中韓文献翻訳・検索システム1」、欧州特許庁(以下、EPO)が提供するEspacenet、

世界知的所有権機関(以下、WIPO) が提供する PatentScope などに収録されており、いずれを利

用しても KW 検索や分類検索を行うことが可能であるが、今回は、文献の収録範囲が広く、検索キーワ

ード(以後 KW)の範囲が発明の名称、要約だけでなく、請求項、全文まで検索可能であり、また高度な

論理検索（KW などの AND 検索や OR 検索）ができること、HIT した文献を英語に翻訳する機能が

あることなどを考慮し、KIPRIS を利用した事例を紹介する。 

 

2）検索事例                                                                      

KIPRIS では、韓国語インタフェースと英語のインタフェースが用意されている。今回は確認しやすい英語

のインタフェースでの検索サイトの利用について紹介する。 

英語版の検索画面は下記URL から接続することができる。 

http://eng.kipris.or.kr/enghome/main.jsp 

特許のデータベースにアクセスするには、「SEARCH」⇒「Patent」をクリックする。 

  

                                                   
1 URL：http://www.ckgs.jpo.go.jp/full_text からアクセスが可能。収録範囲は発行日ベースで 2003 年以降

であるが、日本語 KWで名称、要約、請求項、全文を対象に検索が可能で、公報の内容についても日本語で確認がで

きる。 

自社の開発技術に近い特許が見つかった。この特許を回避する

ことも選択肢ではあるが、できれば無効化したい。 

Q 

http://eng.kipris.or.kr/enghome/main.jsp
http://www.ckgs.jpo.go.jp/full_text
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項目同士の掛け合わせなどの複雑な検索を行う場合は、下記の「Click here! For advanced 

search」の表記をクリックすると、各種検索項目が出現する。 

今回は複数の検索項目を設定できるこの「advanced search」を使った事例を紹介する。 
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◆調査目的および調査対象 

調査対象例として下記の調査目的および開発技術を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 

調査目的：侵害防止調査を実施したところ、以下の特許を発見した。先行文献を見つけたい。 

＜調査対象＞ 

仮想特許：XXXXXXXX (B1)  

出願日：2010 年 8月 31日 

 

④段差の高

さ検出センサ 

段差の高さ 
①走行手段 

③内蔵バッテリ 

②吸引手段 

⑤検出した段差の高さ<設

定した段差の高さ の場合、

段差を乗り越えて走行 

＜請求項＞ 

被掃除面を自動で走行し、掃除を行うロボット掃除機であって、 

床を自動で走行する走行手段と、 

被掃除面上の物体を吸引する吸引手段と、 

走行駆動手段に電源を供給する内蔵バッテリと、 

床上の段差を検知し段差の高さを検出するセンサを備え、 

予め走行手段で乗り越える段差の高さを設定し、検出した段差の高さが設定値以下の場合に、

段差を乗り越えて走行することを特徴とする、ロボット掃除機。 
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◆予備検索・準備編 

調査を行う前に、該当技術に対応する特許分類の選定や、適切な KW を特定しておく必要がある。

KW については、単純な英訳ではなく、同義語や上位概念も含め適切な KW を特定しておく必要があ

る。 

 

①該当技術に対応する特許分類の特定 

まず自走式掃除ロボットに関連する特許分類を見つけることから始める。 

 

特許分類の定義や周辺の特許分類は独立行政法人工業所有権情報・研修館が提供する「特許情

報プラットフォーム J-PlatPat」の「パテントマップガイダンス（PMGS）」を利用することで参照できる。 

https://www5.j-platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action 

 

パテントマップガイダンスの KW 検索を用いて IPC を探したところ、下記のような関連の IPC が抽出され

た。 

 

 

 

 

 

 

https://www5.j-platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action
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A47L が関連する分類の上位階層であるので、今度は A47L で検索して分類の定義を確認した。 

[パテントマップガイダンス（PMGS）の IPC一覧表示より抜粋] 

 

 

調査の目的や狙いなどを考慮して、調査対象とする技術範囲を適切に設定する必要がある。そのために

は、技術範囲に対応する適切な特許分類の設定を行うことが必要になる。今回は、掃除機の概念と、

自走式ロボットの概念を両方含む必要があるが、特許分類としては掃除機関連の分類である A47L5、

A47L7、A47L9、A47L11 を検索対象とする。 
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②技術用語の特定（英語） 

日本語のKWに対して考えられる英語のKWを設定し、そのうえで、さらに関連したKWも検討し、検索

に用いる英語の KW を決定する。 

  KW   

発明（構成要件） 日本語 KW 英語 KW 検討事項 

ロボット掃除機 ロボット+自動

走行+自走 

ROBOT+AUTONOMOUS+

AUTOMATIC+AUTOPILO

T+"SELF PROPELLED"+"

SELF DRIVING" 

[前提技術]ロボットという KW

は、自動で走行する特徴を持

つため、ロボットというKW以外

にも自動走行に関連した KW

も用いると良い。 

 掃除機 CLEANER+SWEEPER [前提技術]掃除機は IPC で

選択するため、KW検索も行

うかどうか状況によって判断す

る。 

①走行手段 走行 DRIVE 前提技術であるロボット掃除

機に含まれる構成であり、特

徴部分ではないため、検索で

用いるかどうか状況によって判

断する。 

②吸引手段 吸引 VACUUME+SUCTION 

③内蔵バッテリ バッテリ+電池 BATTERY+"ELECTRIC CE

LL" 

④段差検出センサ 段差 HEIGHT+UNEVEN 発明の特徴となる技術 

  検出 SENSE+SENSED+SENSO

R+SENSING+DETECT+D

ETECTED+DETECTING 

発明の特徴となる技術 

⑤乗り越え走行する高

さ設定 

設定 REGIST+REGISTER+REG

ISTERED+SET+SETTING 

発明の特徴となる技術 

調査対象集合は、前提技術と構成要件の特徴技術とを掛け合わせることで作っていく。 
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今回の事例の場合、前提技術および特徴技術についての KW は上記のように設定した。また掛け合わ

せについては、以下のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜検索方針＞ 

主題を包含する特許分類：A47L5、A47L7、A47L9、A47L11（前提技術） 

KW1：ROBOT+AUTONOMOUS+AUTOMATIC+AUTOPILOT+"SELF PROPELLED"+"SELF 

DRIVING" 

KW2：HEIGHT+UNEVEN 

KW3：SENSE+SENSED+SENSOR+SENSING+DETECT+DETECTED+DETECTING 

KW4：REGIST+REGISTER+REGISTERED+SET+SETTING 

検索式＝IPC and KW1 and KW2 and KW3 and KW4 

前提技術 構成要件の特徴技術 

集合1： 

掃除機（IPC= A47L5+A47L

7+A47L9+A47L11） 

集合 2： 

KW1：ロボット+自動走行+自走 

集合 3： 

KW2（段差）&KW3（検出）&KW4

（設定） 

構成要件の特徴技術 
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◆実践編 

実際の検索画面の入力方法について説明する。 

今回利用する KIPRIS では、英語 KWの検索は「発明の名称」は機械翻訳が収録されており検索でき

ているが、その他の「要約」、「クレーム」、「全文」などは文章中に英語キーワードが使われている場合を除

き英語KWによる検索ができない。そのため、下記のようなKW検索の補助機能を利用した検索が必須

となる。 

下記の図のように検索ウィンドウの左側に「Eng-Kor」のボタンがある。これは英語・韓国語検索用語拡

張機能と呼ばれ、英語のKWに対応する韓国語KWを自動で追加検索をしてくれる機能である。用語

は辞書データを利用したある程度限定されたものとなるが、網羅性が格段にあがるため、利用すべきであ

る。 

 

 

 

 

まず KW の検索範囲だが、今回の調査目的は無効資料調査であり、先行技術が明細書の請求項部

分だけでなく、実施例に記載があった場合も特許性が否定されてしまうため、KW 検索の範囲は全文を

選択するのが好ましい。 

 

今回の検索では、まず IPC を下記のように入力した。 

 

 

次にKW検索であるが、ロボット+自動走行のKW1については 前提技術であり、全文（Full Text）

を検索対象とした場合、実施例の一部にしか記載されていないものなどがHITしてしまいノイズが多くなる

恐れがあるため、今回は請求の範囲（Claims）を検索対象にした。なお、本手引書では検索が複雑

となるため、請求の範囲を対象にしているが、請求の範囲のみではなく、要約（Abstract）も対象にす

ることが望ましい。さらに、特徴技術の部分は全文（Full Text）を対象に検索を行った。 

 

 

 

 

 

また、KIPRIS では、権利状況を限定することが出来るが、今回の目的では先行している出願の権利状

況は影響しないため、「Status」は Entire(すべて)を選択するのが良い。 
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また、公開日などの日付の限定であるが、無効化するための先行技術を探す場合、特許性（新規性・

進歩性）の判断は、対象となる特許の出願日（優先権がある場合は優先日）を基準に判断される。

今回の例では対象特許の出願日2010年 8月 31 日を基準とし、その日付を発行日（Publication 

Date:PD）の調査期間の末日とする。KIPRIS では、調査期間の始めの日付も入力しないと範囲指

定が効かないため、検索できる最初の日付（1945年 1月 1日）を入力しておく。 
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以上の内容を入力し「Search」ボタンをクリックすると以下のような検索結果が表示される。 

 

 

1 件ずつ内容を確認する場合は、発明の名称の箇所をクリックすると下記のように詳細が確認できる。 
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さらに、全文の内容などを確認する場合は、下記の項目から選択する。 

 

 

Unexam. Full Text： 公開公報の全文明細書を表示 

Publ. Full Text：登録公報の全文明細書を表示 

Registr. Details：登録状況（権利者、維持年金の支払い状況など）を表示 

Administrative：審査経過情報を表示 

 

ここでは公開公報の全文を確認する方法を紹介する。項目の「Unexam.Full Text」を選択する。さら

に機械翻訳を確認する場合、画面右側にある「Machine Translation」のボタンをクリックする。 

 

下図のように韓国語と英語が併記され、要約、請求項、実施例のすべての機械翻訳が確認できる。 
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これらの HIT文献を 1件ずつ確認していくと、以下のような公報を見出すことができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本特許について、公報の図面を元に開示している内容を説明する。 
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自動走行するロボット掃除機であり、下記の構成を備えている。 

A. 駆動輪（10a）を駆動する駆動部 

B. 本体下部に埃などを吸い込む吸い込みポート 

C. ロボット掃除機本体に（10）バッテリを内蔵 

D. 敷居（31）の高さを検出するセンサ（14） 

E. 予め敷居の高さを設定し、検出された敷居の高さが設定値以下の場合、敷居を乗り越えた

走行をする 

F. 検出された敷居の高さが設定値以上の場合は、後進及び回転した後に走行する 

 

この特許は今回無効化したい対象特許の請求項の構成要件の内容をすべて開示しており無効化を検

討する上で有用と思われる。 

 

このように、特許分類と KWを組み合わせて検索することによって、関連性の高い特許文献を効率的に

発見することができる。たとえ所望の先行文献を見つけることができなかったとしても、得られた情報をもと

にKWの追加・修正や、特許分類を見直すことで、有益な先行文献を見つけることができる場合がある。 

 

◆まとめ 

KIPRIS を利用し、特許分類、KW および日付を指定して検索すれば、無効化したい特許に類似する

特許を見つけることができる可能性がある。 

 

 

 

 

 

KIPRIS には英語・韓国語検索用語拡張機能（検索ウィンドウの左側の

「Eng-Kor」）がある。英語の KW に対応する韓国語 KW を自動で追加検

索をしてくれる機能であり、網羅性が格段にあがるため、利用すべきである。 

Point 


